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現
在
の
商
店
街
の

町
割
は
、江
戸
初
期
に

計
画
さ
れ
、細
長
い

短
冊
形
の
敷
地
が
、

小
さ
な
排
水
路
で
区
画
さ
れ
て
い
る
。母
屋
は

奥
に
あ
り
、通
り
に
面
し
た
店
蔵
は
、一
階
が
売

り
場
、二
階
が
倉
庫
と
な
って
い
る
。か
つ
て
火
事

が
多
かっ
た
北
条
で
は
、耐
火
性
の
あ
る
土
蔵
造

り
の
店
蔵
が
多
く
建
て
ら
れ
た
。現
在
、４
つ
の

国
登
録
有
形
文
化
財
が
あ
る（
★
印
）。

岩
崎
屋

　

明
治
初
期
に
建

造
さ
れ
、米
穀
な
ど

を
扱
っ
て
い
た
大
塚

家
の
店
蔵
を
平
成

十
九
年
に
改
修
、平

成
二
十
二
年
ま
で
初

代
「
北
条
ふ
れ
あ
い

館
」と
し
て
使
用
。

屋
号
が
岩
崎
屋
。

井
上
善
兵
衛
店
蔵

　

現
在
は
石
油
類
を
扱
っ
て
い
る
が
、江
戸
時

代
は
油
屋
。文
化
十
年（
１
８
１
３
年
）に
北
条

で
初
め
て
店
蔵
が
つ
く
ら
れ
た
。

★
北
条
ふ
れ
あ
い
館（
旧
田
村
呉
服
店
）

　

現
在
、北
条
街
づ
く
り
振
興
会
が
運
営
す
る

観
光
案
内
・
無
料
休
憩
所
。土
日
祝
日
営
業
、

十
時
〜
十
六
時
。元

は
大
正
末
期
の
店
蔵

で
、平
成
十
二
年
ま

で
呉
服
店
を
営
業
。

ガ
ラ
ス
戸
に
は
呉
服

を
表
す
「
太
物
」の

印
字
の
ほ
か
、店
内

に
は
当
時
を
偲
ば
せ

る
看
板
が
多
数
あ

る
。二
階
は
十
畳
の
お
座
敷
で
、花
嫁
衣
裳
を

注
文
し
た
お
客
を
も
て
な
す
客
間
で
あ
っ
た
。

★
宮
本
家
店
蔵

　

昭
和
三
十
年
代
ま
で

醤
油
醸
造・販
売
を
行
っ

て
い
た
。
屋
号
は
宮
清

（
み
や
せ
い
）。店
蔵
は
江
戸

末
期
の
弘
化
四
年（
１
８

４
７
年
）の
建
築
で
、木
製

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
な
る
揚

戸
や
防
火
用
の
土
戸
が

あ
る
。国
登
録
有
形
文

化
財
。大
正
時
代
の
レ
ジ
ス
タ
ー
な
ど
貴
重
な

道
具
も
現
存
す
る
。イ
ベ
ン
ト
時
に
公
開
さ
れ
、

敷
地
内
に
あ
る
江
戸
後
期
に
建
て
ら
れ
た
穀

物
蔵
を
改
装
し
た「
宮
清
大
蔵
」で
室
内
楽
の

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

★
矢
中
の
杜（
旧
矢
中
邸
）

　

昭
和
十
三
年（
１
９
３
８
年
）か
ら
十
五
年

か
け
て
建
材
研
究
者・事
業
家
の
矢
中
龍
次

郎
氏
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
豪
邸
を
、平
成
二

十
二
年
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
〞
矢
中
の
杜
〞の
守

り
人
が
保
存
活
用
し
て
い
る
。和
風
建
築
に

近
代
的
な
手
法
が
反
映

さ
れ
、昭
和
の
調
度
品
が

多
く
残
る
居
住
棟
や
贅

沢
な
デ
ザ
イ
ン
の
迎
賓

館
が
あ
る
。一
般
公
開
日

は
、毎
週
土
曜
の
十
一
時・

十
三
時・十
五
時
よ
り
。

邸
宅
維
持
修
繕
協
力
金

と
し
て
５
０
０
円
。

ふ
る
い
や

　

元
ふ
る
い
屋
の
商
家
を
改
修
し
て
作
ら
れ

た
、
筑
波
大
学 

芸
術
専
門
学
群
が
開
講
す

る「
大
学
を
開
く
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
・
つ
く
ば
道
を
ひ
ら
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
拠

点
。学
生
団
体
「
チ
ー
ム
ふ
る
い
や
」が
地
域
の

大
人
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
た
。現
在
は
民
家
。

★
カ
フ
ェ
ポ
ス
テ
ン（
旧
常
陸
北
条
郵
便
局
）

大
正
時
代
か
ら

昭
和
三
十
七
年

（
１
９
６
２
年
）

ま
で
北
条
の
郵

便
局
で
あ
っ
た
。

現
在
は
カ
フ
ェ

ポ
ス
テ
ン
と
し
て
営
業
。十
一
〜
十
八
時
、火
曜

定
休
。

つ
く
ば
道
の
道
標

　

高
さ
３
ｍ
の

県
内
最
大
級

の
道
標
。つ
く
ば
道
は
、寛
永
三
年

（
１
６
２
６
年
）に
、三
代
将
軍
徳
川
家
光
が
筑

波
山
の
中
禅
寺（
現
在
の
筑
波
山
神
社
）を
改

修
す
る
建
材
を
運
ぶ
た
め
に
拡
充
し
た
道
で
、

後
に
参
詣
道
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。現
在
の
道

標
は
寛
政
十
年（
１
７
９
８
年
）に
再
建
。

西
の
市
の
神（
い
ち
の
か
み
）　

北
条
で
は
、江

戸
時
代
か
ら
定

期
市（
六
斎
市
）

が
開
か
れ
、現
在

の
商
店
街
が
形

成
さ
れ
る
も
と
と

な
っ
た
。こ
の
祠
は
、市
の
無

事
を
祈
る
も
の
で
、八
坂
神

社
を
は
さ
ん
で
、東
の
市
の

神 　

も
あ
る
。

八
坂
神
社（
や
さ
か
じ
ん
じ
ゃ
）

　

江
戸
初
期
に
作
ら
れ
た
北
条
の
氏
神
様
。

小
高
い
丘（
一
説
に
は
古
墳
）の
上
に
あ
る
。御

神
体
は
牛
頭
天
王
像
で

江
戸
初
期
の
作
。七
月
下

旬
の
祇
園
祭
は
、各
町
内

か
ら
の
神
輿
・
山
車
、大
き
な
獅
子
篭
が
出

て
、盛
大
に
行
わ
れ
る
。

五
輪
塔（
ご
り
ん
と
う
）

　

こ
の
塔
の
地
輪
の
孔
か
ら
見
つ
か
っ
た
経
筒

に
は
、天
文
六
年（
1
5
3
7
年
）造
立
と
あ
り
、

年
号
が
分
か
る
も
の
で
は
県
内

二
番
目
に
古
く
、

北
条
の
地
名
が

記
さ
れ
て
い
た
。

明
治
の
廃
仏
毀
釈（
き
し
ゃ
く
）の

際
に
移
設
さ
れ
た
。県
指
定
文
化
財
。

旧
北
条
駅

　

大
正
七
年（
１
９
１
８
年
）に
筑
波
鉄
道
が

開
通
し
、北
条
駅
は
農
産
物
や
資
材
な
ど
の

集
積
地
、繭
市
場
と
し
て
発
展
し
た
。昭
和

六
十
二
年（
１
９
８
７
年
）に
廃
線
。駅
跡
に

は
ホ
ー
ム
だ
け
が
残
る
が
、線
路
は
自
転
車

道（
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
）と
し
て
通
学
や
レ

ジ
ャ
ー
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

井
上
糀（
こ
う
じ
）店

　

明
治
初
期
に
創
業
。現
在
五
代
目
。冬
は

米
糀
を
自
家
栽
培
米
よ
り
製
造・販
売
。五
升

以
上
の
米
を
味
噌
作
り
の
委
託
も
で
き
る
。

山
口
信
太
郎（
の
ぶ
た
ろ
う
）商
店

　

明
治
後
期
に
創
業
。現
在
三
代
目
。二
年

熟
成
の
木
桶
仕
込
み
醤
油
や
昆
布
の
ダ
シ
汁

を
加
え
た
つ
ゆ
の
素
な
ど
を
製
造
。銘
柄
は

「
キ
ッ
コ
ー
シ
ン
」。日
曜
定
休
。

つ
く
ば
納
豆
製
造
本
舗

　

昭
和
三
十
年
代
に
創
業
。自
家
製
納
豆
と

天
日
干
し
に
こ
だ
わ
っ
た
干
し
納
豆
を
製

造
。県
内
ス
ー
パ
ー
で
販
売
の
他
、注
文
に
よ

る
発
送
も
行
う
。

宝
安
寺（
ほ
う
あ
ん
じ
）

　

火
事
の
多
い
北
条
の
防
火
を
祈
願
す
る
た
め
に
、静
岡
よ
り
火
伏

せ
の
御
利
益
が
あ
る「
秋
葉
様
」を
迎
え
、こ
の
寺
に
安
置
す
る
。曹

洞
宗
。寺
の
前
を
通
る
道
は「
じ
っ
ち
み
ち
」と
も
呼
ば
れ
る
が
由
来

は
不
明
。墓
地
の
高
台
か
ら
は
北
条
の
街
並
み
を
一
望
で
き
る
。

薬
研
堀（
や
げ
ん
ほ
り
）と
鹿
島
神
社

　

宝
安
寺
の
西
側
に
あ
る
池
は
、薬
研
堀
と
い
わ

れ
る
。江
戸
時
代
に
は
清
水
が
流
れ
、堀
を
少
し

登
っ
た
鹿
島
神
社
の
脇
に
は
、か
つ
て「
温
泉
屋
」

と
い
う
浴
場
が
あ
っ
た
。薬
研
堀
を
下
り
裏
堀
に

続
く
道
は
明
治
後
期
ま
で
君
島
街
道
で
あ
り
、

内
町
と
仲
町
の
境
に
も
な
っ
て
い
る
。鹿
島
神
社
の

東
の
丘
か
ら
は
北
条
の
町
並
み
を
一
望
で
き
る
。

毘
沙
門
天
種
子
碑（
び
し
ゃ
も
ん
て
ん
し
ゅ
し
ひ
）

　

鎌
倉
時
代
の
石
碑
。仏
教
を
護
持
す
る

四
天
王
の一
尊
で
あ
り
、江
戸
時
代
に
は

福
徳
財
富
の
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
。

本
碑
は
、毘
沙
門
天
の
梵
字
を
巧
み

に
形
象
化
し
、字
の
上
に
宝
塔
を

刻
す
る
。平
沢
石
で
作
ら
れ
、端
に
割
り
跡
も

残
る
。大
樹
の
下
に
観
音
堂
と
並
ん
で
立
つ
。

日
向
廃
寺
跡（
ひ
ゅ
う
が
は
い
じ
あ
と
）

　

平
安
末
期
の
阿
弥
陀
堂
跡
。本
堂
を
中
心
に

東
西
に
翼
郭
が
延
び
る
形
で
礎
石
が
並
び
、宇
治

の
平
等
院
鳳
凰
堂
と
同
様
で
全
国
で
も
珍
し
い
。

多
気
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

熊
野
神
社（
く
ま
の
じ
ん
じ
ゃ
）

　

参
道
に
あ
る
鳥
居
は
、寛
永
十
三
年（
１
６
３

６
年
）と
刻
ま
れ
、年
号
の
分
か
る
も
の
で
は
県
内

最
古
級
で
あ
る
。修
験
道
の
神
社
と
し
て
室
町
時

代
よ
り
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。急
な

階
段
を
登
り
き
っ
た
拝
殿
の
後

ろ
に
は
巨
石
が
あ
り
、そ
の
上
の

宝
塔
は
岩
よ
り
彫
り
あ
げ
た
も

の
で
信
仰
の
深
さ
を
伺
う
こ
と

が
で
き
る
。拝
殿
か
ら
望
む
麓
の

風
景
も
よ
い
。

全
宗
寺（
ぜ
ん
そ
う
じ
）

　

室
町
初
期
の
応
永
二
年（
１
３
９
５
年
）の
創
建
と
さ
れ
、修
験

道
場
と
し
て
栄
え
た
。真
言
宗
の
寺
。鎌
倉
末
期
の
不
動
明
王
三

童
子
像
の
掛
軸
が
あ
る
。全
宗
寺
よ
り
南
へ
裏
堀
に
続
く
道
は「
は

つ
け
い
ど
う
」と
も
呼
ば
れ
る
が
、由
来
は
不
明
。

大池公園前

北条

内町下

平沢入口

北条駅
入口

北条仲町

北条

北条内町

北条三差路

北
条

ほ
う
じ
ょ
う

商
店
街
通
り

　

も
と
は
多
気
山（
た
け
や
ま
）と
い
う
。戦
国

時
代
に
城
が
築
か
れ
て
以
来
、城
山
と
よ
ば

れ
る
。現
在
は
龍
ヶ
崎
市
正
覚
山
正
信
寺
の
寺
社
林
と
し
て

管
理
さ
れ
て
い
る
。平
安
末
期
に
北
条
を
本
拠
と
し
た
多
気

氏
の
祖
は
平
継
幹（
こ
れ
も
と
）で
、平
安
中
期
に
平
将
門
の
乱

を
平
定
し
た
平
貞
盛
の
弟
、繁
盛
の
子
で
あ
る
。な
お
、貞
盛

の
一
族
は
、恩
賞
で
得
た
三
重
県
の
領
地
で「
伊
勢
平
氏
」と

な
り
、後
世
に
平
清
盛
が
出
る
こ
と
と
な
る
。

じ
ょ
う
や
ま

旧
君
島
街
道

つ
く
ば
道

サンヤサマの二十三夜塔

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

つくば道沿いには、
江戸初期の石碑が多い

永瀬の
一本松の
馬頭尊

坂下池

新池

北条大池

天王橋の馬頭尊

北条用水（裏堀）

旧下妻街道

虚空蔵尊と
如意輪観音の道標

ミズモンの馬頭尊

筑波ふれあい市
月・金定休

10時～16時営業
（5～9月は17時）

北条ふれあい館
観光案内・無料休憩所

10時～16時
土日祝日営業

栗原製麺工場
大正初期創業
店売あり

出土文化財
管理センター
9時～16時30分
土・日・祝休

平沢官衙案内所
9時～16時30分
日・祝の翌日休み

北条商店街
駐車場

保呂羽神社

鹿
島
神
社

天
神

筑波交流センター

大池・平沢官衙入口

市民ホール
つくばね

筑波交流
センター

平沢官衙遺跡
歴史ひろば

中台の横井戸

蔵王坂

筑波郵便局

城山
道場山

漆所への山道
御越（おっこし）

林道

小沢

JAつくば市
筑波農産物直売所
9～18時営業
水曜日定休

N

中台古墳

旧北条駅

露盤石

東の市の神

矢中の杜近江屋
筑波
ふるさと
農園

岩崎屋

薬研堀
種子碑

日向廃寺跡

多気太郎五輪塔

久保山稲荷神社

八坂神社
五輪塔

宮本家店蔵

←泉子育て観音
　（慶龍寺）

←
至神郡

市民研修　
センター→

つくバス バス停

関東鉄道バス バス停

つくば市観光協力の家
　トイレお借りできます
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